







その他のタイトル A Semantic Analysis of "morau" : A Comparison




























1 朝日新聞 (1関蔵且どジュアル)2009年 9月 17日付けの記事より抜粋










は、柴谷 (1978)、杉本 (1986)、菅井 (2000)、井上 (2002)、山田 (2004)、伊藤 (2008)





(7) [山田先生 太郎が 本を借りる]






((8) (9)共に柴谷 1978:300 r→J以降の説明は筆者)
これに対し、「無生物名詞jの場合は「動作主Jとして働くことができないため、 f起点j
という範i壌を対象とした起点規則だけが運用されるとしづ。






( 12) 近藤さんは警察から表彰状をもらった。 (共に杉本 1986: 366) 
( 11) では「警察J を「響察署長 j に変えると自然な文になることから、}!\~生名認で、あ
る「警察j は起点として捉えることができても動作主とは捉えにくいと指摘しており、ニ
格名前j句のm)J作主性という点で柴谷 (1978) と一致する。







(14) 花子が先輩から携帯電話を借りた。 (共に菅井 2000: 19) 
( 13) では、主格名詞句「花子j から「先輩Jに向けた)1頃方向的な側面が示され、花子










( 15) 先生のところ??に/から 油絵をもらった。
(16) 警察?に/から 感謝状をもらった。 (菅井 2000: 203) 
既述の通り、菅井 (2000) で、は起点ニ格名古i句の動作主性は否定しているものの、主格
名詞句の倒jきかけに応える能力が必要であると述べており 起点ニ格名詞匂にも何らかの








( 17) 難病に苦しむ人など{から/??に} 1勇気付ーけられた」としづ手紙をもらうよう
になった。
(18) 本塁打{に/?から}県民は元気をもらった。









3. 1. 1 用例
まず、ニ格モラウ文・カラ格モラウ文が実際どのように使われているのか、またその互
換性について観察するため、CD-ROM版新潮文庫の 100冊、朝日新聞(関蔵Eビジュアノレ)
2009 年 9 月 11 日 ~25 8 、 11 月 10 日 ~12 月 16 日計 52 日分から用例を収集した4。本稿
での分析はこれらの用例を中心に行うが、必要に応じて作例も使用する。また、新聞デー

























(24) rマキはご先祖{から/?に}もらったJと県の認定する植木伝統樹芸土， ) 1口














(26) ~ (29) は、 (24) (25) とは異なり「現存する人間Jであり、直接的な受け渡し
が可能だと考えられるが、ニ格モラウ文では不自然になってしまう。これらは全てニ格を
カラ格に替えると違和感はない。「地方の大学生などJr日本人Jr出席者の大多数Jという
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